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1.有 限温度 にお ける場 の理論 の研 究

H.コ ン ピュー タに関す る ア ンケー トの分 析

1.Studyonthefieldtheoryatfinitetemperature

II.Analysisofquestionaireonthecomputer

浩(教 養部 ・助教授)

1.研 究 目的

最近、有限温度における場の理論(特 に、非可換ゲージ理論)の 研究が活発 に

行われている。そこでは、種々の物理量が計算 されているが、0般 的 に解析析 的

に積分で きない形で表されている。従って、具体的なふるまいを調べるためには、

近似か数値積分を行 う必要がある。ここでは、温度の効果を含む積分 を数値的に

求める方法について効率的な方法を検討 した。

2.研 究方 法 ・計算 方法

数値積 分 の方法 と して、台形 法 ・ガ ウス法 ・二 重指 数 関 数 型(DE)法 の3つ

を と りあ げて 、FORTRANに よる プ ログ ラム を作 成 して比 較検 討 した。

3.研 究成果

有限温度 における場の理論のような量子統計因子を含む場合には二重指数関数

型法が最も優れていることがわかった。

4.発 表 ・出版実績

横 田:「 量子統 計 因子 を含 む積分 の数値 計 算法 」、 奈 良大 学 情 報 処 理 セ ン ター
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1.研 究 目的 ・方 法

「情報 科学 」 の授 業 の参考 の ため及 び学生 の意識 を知 るため に、最 初 の授 業 及

び最後 の授 業(一 部後 期試験)時 に コ ンピュー タに関す るア ンケー トを行 って い

る(毎 年行 って いる)。 これ らの デー タを統計 解析 プ ログ ラムSPSS-Xを 用 い て分

析 す る。

2.研 究成 果 ・発 表予 定

現 在 、デー タを入力 し、解析 を始 め たばか りで あ る。今 後 、解 析 を続 け て、 一

定 の結果 が 出 た ら、セ ンター年 報 または紀要 な どに公 表 す る予 定 で あ る。
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